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私は如枚人吉針の白書に杏掌り官1翫／たた兢

藤娘に勧められS形で、怠兼人吉茸叶植わ沃連衡こ

／立左ク圧“三／二人重しえLtr、

イ屈宇目ま十号メリットは、先生朴生徒のことを

才人I人手巴干鼠してくれろことです。

先生たち（㌃生徒の苦手な所持。つて一月の7、、

そこををを貞勺に教えて子らえきす
ぎして、塾を7本‾Sと要吉吉軒かガってく3与と二

直れて師、ら堆朱なで＼の猷た行勧廿と丸和、の日成だこ思・、チす〔

そのここ≠あー－て、私斥患之の木綿で＼に学年ノ憧杜仲22㌔嶺上軒ノま亡た。

ニた、／年什う塾に朽っ乙。仁方机ナ、乙、、

免恒強軒苦に与弓甘くぢっ・しすんなり睾級勉強什曹甘れ夏した。

大学竜醸し＝うのはネ引二長く〒く、
姉和魂LZモ欄を絹針昔日、写什イ中て√甘、、二う軒別諷した。

しかし、それは長く綿押畑叱考え、射線乙経け親鳥

射て秋の根付乙・＼イじ芋と雫ま書の備え値か十善上帖7、

ののガロアて、、私l碩東泉析大草巣尊宅牝合極す3二℃叶7号寺土。

写せ＼合裾て小三たかを孝吊と、ヤ甘ノー年から垂へ彷て七の軒

大きいと悪い享す。

大学人頴の斬（、射年から紹きって、、をす。

対無人モ岳赦一年再塾「こ人言二ともオススメL吉見


